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(X: 浸漬時間， Y: 吸水率)のべき乗回帰式によりシミュレートできることを示している。さらに，温度と時間の積










































の予測が可能で、あることを認めている。この方法を採用することによって， 1) 原料処理の安定化， 2) 原料処
理時間の短縮， 3) エタノール取得量の向上， 4) 原料処理廃水の削減など多くの工業的改良が達成されている。
以上のように，本諭:文-は焼酎製造における原料処哩における解析と実用的な方法について新らしい提案を行い，焼
酎醸造に関する基盤的技術について価値ある知見を得ており，醸造工.学の分野に貢献するところが大きい。よって本
論文は博士論文として価値あるものと認める。
